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県
央
振
興
局
長
要
請
行
動
9
4

拡大行動取り組み中

中
小
建
設
業
者
へ
の
工
事
発
注
と

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
要
請

九
月
四
日
㈬
午
前
十
一
時
三
十
分
か
ら
、
諫
早
市
特
別
会

議
室
に
て
、「
工
事
発
注
」
と
「
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
」
等
に

つ
い
て
諫
早
市
長
に
強
く
要
請
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
側
か
ら
宮
本
諫

早
市
長
他
四
部
課
長
が
、組
合・

協
会
か
ら
は
相
川
執
行
委
員
長

他
十
四
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

相
川
執
行
委
員
長
よ
り
宮
本

市
長
へ
要
請
書
を
手
渡
し
、
要

請
書
の
主
旨
と
内
容
を
説
明
後
、

宮
本
市
長
よ
り
①
従
来
よ
り
地

元
発
注
を
徹
底
。
資
材
も
下
請

け
も
市
内
か
ら
使
っ
て
ほ
し
い
。

市
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
等
初
の
試
み

を
し
て
い
る
。
九
十
五
％
は
市

内
業
者
に
、
市
内
に
元
請
の
業

種
が
な
い
場
合
は
例
外
。

②
設
計
単
価
は
引
き
下
げ
ら
れ

て
来
て
お
り
、
九
十
％
に
上
昇

し
た
が
も
と
も
と
低
い
の
で
、

仕
事
・
利
益
を
確
保
で
き
な
い

た
め
作
業
員
を
抱
え
き
れ
な
い

現
象
を
推
察
し
て
い
る
。

設
計
労
務
単
価
は
今
後
好
展

開
し
て
い
く
と
期
待
。

③
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
は
、
県
の

内
容
が
遅
か
っ
た
た
め
、
市
長

選
後
本
格
予
算
は
六
月
だ
っ
た

の
で
、
一
、
五
一
〇
万
円
市
単

独
を
付
加
し
て
全
体
で
四
、
三

〇
〇
万
円
と
な
っ
た
。

経
済
効
果
は
大
き
く
、
県
に

も
増
額
を
お
願
い
し
な
い
と
い

け
な
い
。

④
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
は
省

エ
ネ
等
住
宅
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事

業
に
名
称
を
変
え
、
行
政
目
的

を
も
っ
て
や
っ
て
い
る
。

⑤
調
整
区
域
の
開
発
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
く
。
と
い
う
発

言
を
聞
き
、
相
川
委
員
長
よ
り

「
来
年
県
が
予
算
を
上
げ
た
ら

市
の
方
も
予
算
を
上
げ
て
戴
く

こ
と
に
な
る
と
思
う
。」
と
発

言
し
、
髙
谷
副
委
員
長
も
調
整

区
域
に
つ
い
て
の
配
慮
の
御
礼

と
教
宣
の
必
要
性
を
確
認
し
、

終
了
し
ま
し
た
。

省
エ
ネ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

早
く
も
終
了
！

一
、五
一
〇
万
円
市
単
独
付
加

同
月
同
日
㈬
午
後
一
時
三
十

分
よ
り
、
県
央
振
興
局
長
に
要

請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

県
央
振
興
局
か
ら
は
橋
口
局

長
他
五
名
、
組
合
・
協
会
か
ら

は
相
川
執
行
委
員
長
他
十
三
名

が
出
席
。

相
川
執
行
委
員
長
よ
り
要
請

書
の
手
渡
し
を
行
い
、
主
旨
の

説
明
を
行
い
、
項
目
毎
に
振
興

局
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
要
請
書
の
抜
粋
と
、
回
答

に
つ
い
て
列
記
し
ま
す
。

①
県
は
国
の
経
済
対
策
に
併
せ

て
三
一
一
億
円
の
公
共
事
業

を
二
月
補
正
で
組
み
、
昨
年

よ
り
二
三
・
五
％
の
増
額
に

な
っ
て
い
る
。
か
ね
て
か
ら

要
望
の
あ
っ
た
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
は
住
宅
性
能

向
上
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

と
し
て
三
億
円
予
算
化
し
、

今
後
検
証
し
て
行
か
ね
ば
な

ら
な
い
。

②
予
算
配
分
の
検
証
も
必
要
。

品
質
確
保
や
コ
ス
ト
の
面
か

ら
分
離
発
注
が
難
し
い
も
の

も
一
部
あ
る
。

③
若
手
後
継
者
が
育
つ
賃
金
・

労
働
条
件
の
環
境
作
り
は
県

全
体
と
し
て
取
り
組
ま
ね
ば

な
ら
な
い
。

④
労
務
単
価
の
引
き
上
げ
は
七

月
起
工
分
か
ら
県
平
均
十
二

％
ア
ッ
プ
に
見
直
し
。

と
の
回
答
。

相
川
会
長
や
、
髙
谷
副
会
長

か
ら
は
小
規
模
改
修
事
業
を

も
っ
と
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

に
回
し
て
も
ら
え
ば
も
っ
と
経

済
効
果
が
表
れ
る
は
ず
だ
。

ま
た
、
リ
フ
ォ
ー
ム
の
募
集

期
間
を
も
っ
と
長
く
徹
底
し
て

ほ
し
い
。
と
要
望
。

そ
の
他
有
意
義
な
要
請
行
動

を
午
後
二
時
終
了
し
ま
し
た
。

仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間ののののののののののののののののののののののののの絆絆絆絆絆絆絆絆絆絆絆絆絆絆絆絆絆絆絆絆絆絆絆絆絆ををををををををををををををををををををををををを強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめててててててててててててててててててててててててて
組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合ををををををををををををををををををををををををを大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大きききききききききききききききききききききききききくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくしししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょううううううううううううううううううううううううう‼‼‼‼‼‼‼‼‼‼‼‼‼‼‼‼‼‼‼‼‼‼‼‼‼
～組合に未加入の方を

ご紹介ください～

前期拡大行動6月～11月
前期拡大目標180名

▶生活危機突破へ団結を強めて仲間をふやし要求実現へ！
▶仕事やくらし、命を守る組合の取り組みが前進！
▶「きびしい今こそ仲間の支えあい」

～みんなで拡大に協力を！

September
No.579
2013年9月15日

1部20円 組合員の購読料は組合費に含みます
印刷●㈱昭和堂 TEL 095‐821‐1234

発行●長崎県建設産業労働組合 〒852‐8021 長崎市城山町17番58号 TEL 095‐862‐7121 FAX 095‐862‐5281 http//www.kensetunagasaki.org/ 発行責任者●北村政和 編集人●若杉孝雄

平成25年度全国安全週間スローガン

高めよう 一人ひとりの安全意識
みんなの力でゼロ災害

平成25年度全国労働衛生週間スローガン

健康管理 進める 広げる 職場から

各支部大会開催される
総数925名参加！

八
月
二
十
日
の
島
原
支
部
を

ト
ッ
プ
に
、
建
設
長
崎
十
五
支

部
で
支
部
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

支
部
大
会
は
、
去
る
七
月
に

開
催
さ
れ
た
建
設
長
崎
第
六
十

八
回
定
期
大
会
を
受
け
て
、
支

部
組
合
員
、
主
婦
会
、
青
年
部

な
ど
皆
さ
ん
に
参
加
を
呼
び
か

け
て
県
下
十
五
支
部
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

（
関
連
二
面
に
掲
載
）

9

▲宮本市長に要請書手渡す

諫早市長へ要請する諫早支部の代表（市長特別会議室）

県央振興局長に要請 県央総支部の代表団

毎月1回15日発行 2013年（平成25年）9月15日発行建 設 長 崎第579号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）1�
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中
央
支
部

開
催
日

八
月
三
十
日
㈮

会

場

地
区
労
会
館
二
階

参
加
者

六
十
五
名

支
部
長

内
野

幸
雄（
大
工
）

副
支
部
長

本
多

常
秋（
型
枠

大
工
）

〃

山
口

龍
志（
左
官
）

〃

樋
口

正
人（
大
工
）

〃

石
橋

廣
喜（
大
工
）

書
記
長

若
杉

孝
雄（
専
従
）

大
浦
支
部

開
催
日

九
月
六
日
㈮

会

場

大
浦
区
民
セ
ン
タ
ー

参
加
者

四
十
二
名

支
部
長

北
村

五
男（
左
官
）

副
支
部
長

平
山

正
則（
大
工
）

〃

鳥
田

時
治（
大
工
）

〃

古
里

一
紀（
塗
装
工
）

〃

宮
副

辰
則（
防
水
工
）

書
記
長

若
杉

孝
雄（
専
従
）

市
南
支
部

開
催
日

九
月
十
一
日
㈬

会

場

長
崎
南
商
工
会

参
加
者

五
〇
名

支
部
長

山
本

秀
夫（
大
工
）

副
支
部
長

葛
島

俊
幸（
大
工
）

〃

小
宮

清
治（
大
工
）

〃

小
泉

雄
義（
大
工
）

〃

中
島

善
明（
大
工
）

書
記
長

森

一
公（
専
従
）

東
長
崎
支
部

開
催
日

九
月
十
日
㈫

会

場

Ｊ
Ａ
古
賀

参
加
者

五
十
二
名

支
部
長

里

澄
宏（
大
工
）

副
支
部
長

尾
上

正
範（
左
官
）

〃

岩
永

和
範（
左
官
）

〃

本
村
美
喜
男（
大
工
）

〃

山
村

篤
司（
大
工
）

書
記
長

江
頭

孝
一（
専
従
）

浦
上
西
支
部

開
催
日

九
月
十
二
日
㈭

会

場

組
合
本
部

参
加
者

七
十
九
名

支
部
長

村
岡

広
明（
左
官
）

副
支
部
長

佐
藤

昭
彦（
塗
装
工
）

〃

平
出

壽
夫（
設
計
士
）

〃

井
上

義
満（
大
工
）

〃

木
下

広
次（
大
工
）

〃

山
崎

司（
大
工
）

〃

山
形

信（
大
工
）

書
記
長

池
田

剛（
専
従
）

浦
上
東
支
部

開
催
日

八
月
二
十
六
日
㈪

会

場

組
合
本
部

参
加
者

五
十
七
名

支
部
長

田
中

秀
則（
左
官
）

副
支
部
長

田
崎

順
一（
畳
工
）

〃

森

政
一（
大
工
）

〃

田
川

和
博（
大
工
）

〃

松
田

隆
人（
土
木
工
）

〃

野
口

耕
平（
内
装
工
）

書
記
長

石
田

哲
雄（
専
従
）

西
彼
支
部

開
催
日

八
月
三
十
一
日
㈯

会

場

時
津
町
北
部
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

参
加
者

八
十
一
名

支
部
長

松
林

満
男（
左
官
）

副
支
部
長

植
田

勝
次（
瓦
工
）

〃

井
手

保（
左
官
）

〃

岩
崎
喜
三
郎（
大
工
）

〃

山
中

茂（
大
工
）

書
記
長

松
園

俊
輔（
専
従
）

諫
早
支
部

開
催
日

八
月
二
十
七
日
㈫

会

場

諫
早
勤
労
福
祉
会
館

参
加
者

七
十
一
名

支
部
長

樋
口

義
雄（
大
工
）

副
支
部
長

木
下

忠
明（
大
工
）

〃

石
丸

久（
大
工
）

〃

田
崎

義
光（
大
工
）

〃

中
村

太
司（
大
工
）

〃

後
田

博
幸（
建
具
工
）

書
記
長

大
賀

修
司（
専
従
）

島
原
支
部

開
催
日

八
月
二
十
日
㈫

会

場

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
石
川

参
加
者

三
十
五
名

支
部
長

木
之
田

隆（
大
工
）

副
支
部
長

本
田

岩
勝（
大
工
）

〃

山
田

哲
夫（
大
工
）

〃

城

佑
輔（
大
工
）

書
記
長

立
野

靖
也（
専
従
）

大
村
支
部

開
催
日

八
月
二
十
一
日
㈬

会

場

支
部
事
務
所

参
加
者

六
十
八
名

支
部
長

伊
藤

一
廣（
大
工
）

副
支
部
長

中
尾

政
男（
大
工
）

〃

平
内

末
雄（
左
官
）

〃

上
野
美
喜
雄（
大
工
）

〃

川
田

洋
一（
大
工
）

〃

緒
方

末
広（
大
工
）

書
記
長

井
関

一
幸（
専
従
）

佐
世
保
中
央
支
部

開
催
日

八
月
二
十
三
日
㈮

会

場

Ｊ
Ａ
さ
せ
ぼ

参
加
者

六
十
六
名

支
部
長

塚
本

芳
美（
大
工
）

副
支
部
長

末
吉

重
一（
大
工
）

〃

田
中

清
士（
内
装
工
）

〃

川
元

俊
彦（
大
工
）

〃

川
畑

章（
造
園
工
）

〃

本
田

英
樹（
型
枠

大
工
）

〃

宮
野

喜
吉（
大
工
）

書
記
長

西
平

博
之（
専
従
）

担
当
補
佐

小
野

猛
範（
専
従
）

担
当
補
佐

古
井

宏
樹（
専
従
）

佐
世
保
東
支
部

開
催
日

八
月
二
十
九
日
㈭

会

場

広
田
地
区
公
民
館

参
加
者

六
十
八
名

支
部
長

茅
原
喜
志
男（
土
木
工
）

副
支
部
長

長
島

則
行（
大
工
）

〃

田
中

秀
幸（
左
官
）

〃

小
谷

守（
大
工
）

〃

迎

稔（
大
工
）

〃

天
羽

靖
雄（
大
工
）

書
記
長

古
井

宏
樹（
専
従
）

佐
世
保
北
支
部

開
催
日

八
月
二
十
八
日
㈬

会

場
中
里
皆
瀬
地
区
公
民
館

参
加
者

六
十
六
名

支
部
長

小
林

健
治（
大
工
）

副
支
部
長

福
田

栄
治（
大
工
）

〃

柚
元

美
則（
大
工
）

〃

松
尾

正
明（
大
工
）

〃

松
山

新
二（
大
工
）

書
記
長

小
野

猛
範（
専
従
）

北
松
支
部

開
催
日

九
月
十
三
日
㈮

会

場

サ
ン
パ
ー
ク
吉
井

参
加
者

五
十
七
名

支
部
長

須
藤

輝
久（
大
工
）

副
支
部
長

近
藤

力
也（
大
工
）

〃

坂
中

善
男（
左
官
）

〃

萩
原

正
清（
大
工
）

〃

池
本

勇（
塗
装
工
）

書
記
長

渕
上

武
司（
専
従
）

平
戸
支
部

開
催
日

九
月
三
日
㈫

会

場

平
戸
海
上
ホ
テ
ル

参
加
者

六
十
八
名

支
部
長

寺
田

孝
弘（
大
工
）

副
支
部
長

岡
田

眞（
左
官
）

〃

林

敏
英（
大
工
）

〃

大
石

義
孝（
大
工
）

書
記
長

渕
上

武
司（
専
従
）

各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

総
数
延
九
二
五
名
が
出
席

建
設
長
崎
第
六
十
八
回
定
期
大
会
後
、
各
支
部
は
八
月
二
十
日
の

島
原
支
部
大
会
を
皮
切
り
に
、
九
月
十
三
日
の
北
松
支
部
大
会
で
県

下
十
五
支
部
の
全
て
の
支
部
大
会
が
終
了
し
、
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
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原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭

〜
人
類
と
核
は
共
存
で
き
な
い
〜

八
月
八
日
㈭
原
爆
公
園
内
の

「
建
設
労
働
者
職
人
・
原
爆
殉

難
者
慰
霊

不
戦
平
和
の
塔
」

前
で
、「
建
設
労
働
者
原
爆
殉

難
者
慰
霊
祭
」
が
、
建
設
長
崎

の
各
支
部
代
表
組
合
員
の
ほ
か
、

全
建
総
連
の
各
組
合
か
ら
も
参

列
を
頂
き
、
百
七
十
三
名
の
参

加
の
中
、
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
あ
い
さ
つ
の
後
、
原
爆

に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
御
霊
に

対
し
参
列
者
全
員
で
黙
と
う
を

捧
げ
、
全
建
総
連
の
巻
田
中
央

執
行
委
員
長
、
広
島
建
労
の
安

元
委
員
長
、
そ
し
て
、
建
設
長

崎
相
川
委
員
長
が
、
慰
霊
碑
に

代
表
献
花
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

続
い
て
三
十
五
県
連
・
組
合
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
五
十
三
ヶ
所
の

名
水
が
献
水
さ
れ
、
折
鶴
献
納

で
は
三
十
五
県
連
・
組
合
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
十
三
万
七
千
余
り

の
千
羽
鶴
が
、
参
列
者
の
代
表

の
手
に
よ
り
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

全
建
総
連
の
巻
田
委
員
長
は

「
今
現
在
も
一
万
九
千
発
の
核

兵
器
が
地
球
上
に
存
在
す
る
と

言
わ
れ
て
お
り
、
い
つ
、
ど
こ

で
核
戦
争
が
始
ま
っ
て
も
お
か

し
く
な
い
中
で
私
た
ち
は
生
活

を
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
危

機
的
状
況
に
憂
慮
す
る
と
と
も

に
、
も
う
二
度
と
核
兵
器
を
使

わ
せ
な
い
、
も
う
二
度
と
戦
争

の
惨
禍
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
決

意
を
固
め
る
」
と
誓
い
を
立
て

る
と
と
も
に
、
原
爆
で
命
を
奪

わ
れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
表

さ
れ
ま
し
た
。

建
設
長
崎
相
川
執
行
委
員
長

は
「
一
発
の
原
子
爆
弾
で
、
瞬

時
に
何
の
罪
も
無
い
、
七
万
四

千
人
余
り
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ

た
。
か
ろ
う
じ
て
死
を
免
れ
た

人
々
も
大
量
の
放
射
線
を
浴
び
、

今
な
お
そ
の
後
遺
症
に
苦
し
み
、

生
涯
闘
病
生
活
に
耐
え
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
被
爆
者
も
い

る
。
核
兵
器
や
原
発
が
有
す
る

破
壊
力
や
放
射
能
は
、
生
命
そ

の
も
の
を
生
涯
に
渡
っ
て
脅
か

す
。一

方
、
日
本
政
府
は
世
界
各

地
に
核
施
設
を
売
り
歩
き
、
ま

た
、
二
〇
一
五
年
の
核
不
拡
散

条
約
再
検
討
会
議
に
向
け
た
準

備
委
員
会
の
場
で
『
核
の
不
使

用
』
と
す
る
共
同
声
明
に
、
唯

一
の
被
爆
国
で
あ
り
な
が
ら
署

名
し
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の

核
の
傘
に
あ
り
続
け
、
世
界
の

核
廃
絶
の
声
に
耳
を
傾
け
な
い

日
本
政
府
の
態
度
は
許
せ
な
い
。

私
た
ち
は
人
類
と
核
は
共
存
で

き
な
い
と
い
う
一
貫
し
た
立
場

で
、
被
爆
の
実
相
を
風
化
さ
せ

ず
、
長
崎
と
広
島
か
ら
核
兵
器

と
世
界
恒
久
平
和
の
実
現
を
訴

え
続
け
た
い
」
と
誓
い
を
立
て

ま
し
た
。

最
後
に
、
参
列
者
全
員
で
一

厘
菊
を
献
花
し
、
原
爆
犠
牲
者

の
御
霊
に
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

六
十
八
年
前
の
八
月
六
日
、

広
島
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、

罪
も
無
い
多
く
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
ま
し
た
。
広
島
建
労
で

は
原
爆
犠
牲
者
の
慰
霊
と
、
核

の
な
い
平
和
な
世
界
を
築
く
こ

と
を
目
的
に
、八
月
五
日
に「
広

島
慰
霊
祭
」
を
、
平
和
記
念
公

園
横
の
「
原
爆
犠
牲
建
設
労
働

者
・
職
人
の
碑
」
前
で
開
催
し

ま
し
た
。
全
建
総
連
の
全
国
の

仲
間
も
駆
け
つ
け
、
百
名
余
り

の
参
加
者
で
し
た
。
建
設
長
崎

か
ら
も
相
川
委
員
長
、
そ
し
て

主
婦
会
か
ら
も
長
崎
の
折
鶴
を

献
納
す
る
た
め
二
名
が
参
列
し
、

原
爆
犠
牲
者
へ
の
黙
と
う
を
行

う
と
と
も
に
、
恒
久
平
和
実
現

を
め
ざ
し
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

原
水
爆
禁
止
建
設
労
働
者
・
職
人
の
つ
ど
い

〜
微
力
だ
け
ど
無
力
じ
ゃ
な
い
〜

「
原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭
」
が

終
了
後
、「
全
建
総
連
第
二
十

七
回

原
水
爆
禁
止
建
設
労
働

者
・
職
人
の
つ
ど
い
」
が
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
長
崎
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
を
全
建
総

連
巻
田
委
員
長
、
地
元
組
合
の

代
表
と
し
て
相
川
委
員
長
の
あ

い
さ
つ
が
行
わ
れ
た
後
、「
過

去
か
ら
の
警
鐘
」
と
題
し
た
ビ

デ
オ
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
和
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
代
表
の
平
野
伸
人
氏
か

ら
「
わ
た
し
の
歩
ん
だ
平
和
活

動
の
軌
跡
」
と
題
し
て
、
講
演

を
行
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
被
爆

二
世
で
あ
る
平
野
氏
が
、
高
校

生
の
頃
に
、
被
爆
二
世
の
友
人

を
白
血
病
で
亡
く
し
た
事
を

き
っ
か
け
に
、
そ
の
死
が
将
来

に
渡
り
不
安
を
抱
か
せ
た
と
同

時
に
、
目
に
見
え
な
い
原
爆
の

恐
ろ
し
さ
だ
と
実
感
し
、
平
和

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
き

「
高
校
生
に
よ
る
核
兵
器
廃
絶

と
平
和
な
世
界
の
実
現
を
目
指

す
一
万
人
署
名
運
動
」
な
ど

様
々
な
、
平
和
活
動
を
支
援
し

て
き
た
。

「
こ
う
し
た
高
校
生
の
平
和

活
動
を
は
じ
め
、
ひ
と
り
ひ
と

り
の
力
は
微
力
だ
け
ど
無
力
で

は
な
い
。
共
に
平
和
運
動
を
広

げ
て
い
こ
う
と
結
ば
れ
ま
し

た
」。最

後
に
、建
設
長
崎・北
村
青

年
部
長
が
「
核
と
決
別
す
る
姿

勢
を
明
確
に
し
、
さ
ら
に
運
動

を
進
め
る
」と
宣
言
し
、平
和
を

守
る
決
意
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

浦
上
川
万
灯
流
し

〜
川
面
の
灯
り
に
恒
久
平
和
を
願
う
〜

昭
和
二
十
年
八
月
九
日
、
午

前
十
一
時
二
分
、
長
崎
の
上
空

に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
て
か

ら
六
十
八
年
の
歳
月
が
流
れ
ま

し
た
。
建
設
長
崎
で
は
原
爆
で

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
慰
霊
と
、

恒
久
平
和
を
願
い
、
万
灯
流
し

を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
八
月
九
日
の
夕
刻

に
浦
上
川
に
架
か
る
簗
橋
の
た

も
と
か
ら
、
原
爆
の
被
害
に
あ

わ
れ
た
方
々
を
慰
霊
す
る
と
と

も
に
、
核
兵
器
の
愚
か
さ
や
平

和
の
尊
さ
が
「
核
の
廃
絶
」
に

つ
な
が
る
こ
と
を
祈
り
な
が
ら

万
灯
流
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
元
の
原
爆
殉
難
者
慰
霊
奉

賛
会
に
協
賛
し
、
午
後
五
時
か

ら
組
合
員
、
主
婦
会
、
書
記
局

員
が
集
合
し
取
り
組
み
ま
し
た
。

夏
の
暑
い
日
差
し
も
落
ち
、

ほ
ん
の
り
と
夕
闇
が
せ
ま
る
川

面
で
は
、
子
供
た
ち
の
平
和
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
描
か
れ
た

「
鎮
魂
の
灯
火
」
が
、
組
合
員
、

主
婦
会
の
手
に
よ
り
筏
に
取
り

付
け
ら
れ
、
灯
籠
の
淡
い
灯
り

が
水
面
に
映
し
出
さ
れ
、
故
人

へ
の
想
い
と
共
に
、
平
和
を
思

う
気
持
ち
が
世
界
に
広
が
る
こ

と
を
願
い
、
静
か
に
流
さ
れ
ま

し
た
。

戦
後
六
十
八
年

平
和
の
祈
り

広
島
慰
霊
祭

長崎の
折鶴を献納

▲広島慰霊碑横で、安元広島建労委員長と共に

▲全建総連
巻田中央執行委員長

▲建設長崎
相川執行委員長
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国
庫
補
助
金
が
収
入
全
体
の
五
割
を
超
え
る

第
87
回
長
建
国
保
組
合
会

平
成
24
年
度
事
業
報
告
・
決
算
な
ど
承
認

去
る
七
月
三
十
日
㈫
長
崎
市
筑
後
町
の
セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎
に
お
い
て

各
支
部
選
出
の
組
合
会
議
員
三
十
七
名（
定
数
三
十
八
名
）の
出
席
で
第

八
十
七
回
組
合
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
、
並
び

に
平
成
二
十
四
年
度
決
算
な
ど
、
提
案
さ
れ
た
全
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

開
会
に
当
り
、
相
川
哲
男
理

事
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
来
年

度
の
国
保
組
合
補
助
金
に
対
す

る
概
算
要
求
の
動
向
や
補
助
金

の
ハ
ガ
キ
要
請
へ
の
取
り
組
み

へ
の
御
礼
と
、
決
算
状
況
、
特

定
健
診
、
就
労
調
査
な
ど
取
り

組
む
べ
き
課
題
等
に
つ
い
て
協

力
へ
の
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。

議
事
は
、
中
央
支
部
の
本
多

常
秋
議
長
（
型
枠
大
工
）
の
進

行
で
平
成
二
十
四
年
度
事
業
報

告
、
決
算
報
告
の
の
ち
、
決
算

剰
余
金
七
億
七
、
三
四
七
万
六

千
四
五
六
円
の
全
額
を
次
年
度

へ
繰
越
す
る
等
の
処
分
案
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
前
年
度
繰
越
金
と
国

庫
補
助
超
過
交
付
を
差
し
引
い

た
単
年
度
収
支
は
、
当
初
補
助

金
の
見
直
し
や
医
療
費
の
上
昇

で
約
一
億
七
千
万
円
程
度
の
赤

字
を
見
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、

前
年
度
並
の
国
庫
補
助
金
の
確

保
等
に
よ
り
約
六
千
五
百
万
円

程
度
の
赤
字
に
止
ま
っ
て
い
ま

す
。単

年
度
収
支
の
赤
字
が
当
初

見
込
み
よ
り
、
約
一
億
一
千
万

円
程
度
縮
小
し
た
要
因
と
し
て

は
、「
①
医
療
費
の
支
出
が
年

度
後
半
見
込
み
よ
り
引
き
下

が
っ
た
こ
と
。
②
特
別
調
整
補

助
金
が
減
額
さ
れ
る
中
、
普
通

調
整
補
助
金
の
増
額
で
交
付
額

全
体
が
前
年
水
準
を
確
保
で
き

た
こ
と
。
③
高
額
医
療
費
拠
出

金
に
対
す
る
交
付
金
が
二
千
二

六
二
万
円
上
回
っ
た
こ
と
。」

等
が
要
因
と
し
て
上
げ
ら
れ
ま

す
。

保
険
給
付
費
に
係
る
支
出
は
、

被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
医
療

費
が
前
年
度
よ
り
五
、
〇
七
五

円（
二
・
四
二
％
）増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
後
期
高
齢

者
支
援
金
が
一
人
当
り
二
、
五

五
四
円
（
五
・
四
％
）
の
増
加
、

介
護
納
付
金
が
二
、
一
七
五
円

（
四
・
〇
％
）
の
増
加
と
な
っ

て
お
り
、
歳
出
全
体
に
占
め
る

医
療
費
等
の
支
出
額
は
九
二
・

三
％
を
占
め
て
ま
す
。

一
方
歳
入
面
で
は
、
医
療
・

介
護
等
の
保
険
料
収
入
総
額
が
、

歳
入
全
体
の
約
三
〇
％
で
、
国

か
ら
の
補
助
金
が
収
入
全
体
の

五
〇
％
を
占
め
国
保
運
営
の
最

も
重
要
な
財
源
と
なって
い
ま
す
。

な
お
、
二
十
五
年
度
の
保
険

料
収
納
率
は
決
算
時
点
で
九

九
・
二
％
を
収
納
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

1．歳入・歳出差引剰余金 773，476，456円
（平成25年度へ全額繰越）

割合
30．0

50．2

1．7
0．0

17．8
0．3
100

決 算 額
1，401，679，340

0
2，348，042，323

0
0

78，186，000
268，424

0
0

834，189，517
15，226，344

4，677，591，948

歳 入
科 目

1．国 民 健 康 保 険 料
2．手 数 料
3．国 庫 支 出 金
4．前期高齢者交付金
5．県 支 出 金
6．共 同 事 業 交 付 金
7．財 産 収 入
8．寄 附 金
9．繰 入 金
10．繰 越 金
11．諸 収 入

歳 入 合 計

割合
0．1
2．4
62．0
16．0
5．4
0．0
8．9
1．4
1．6
0．0
0．0
2．2

100

決 算 額
3，683，740
94，151，920

2，421，978，439
624，725，554
210，148，189

33，582
346，581，946
55，558，000
61，126，704

0
0

86，127，418
0

3，904，115，492

歳 出
科 目

1．組 合 会 費
2．総 務 費
3．保 険 給 付 費
4．後期高齢者支援金
5．前期高齢者納付金
6．老 人 保 健 拠 出 金
7．介 護 納 付 金
8．共 同 事 業 拠 出 金
9．保 健 事 業 費
10．積 立 金
11．公 債 費
12．諸 支 出 金
13．予 備 費

歳 出 合 計

日 時 会 場 がん検診

長崎市

10月1日 10：00～11：30
13：30～15：00 メルカつきまち5Ｆ

10月2日 9：30～11：00
13：30～15：00 総合地域施設（宮崎集会所） 肺がん、前立腺がん

10月3日 9：30～11：00
13：30～15：00 川原地区公民館 肺がん、前立腺がん

10月4日 9：30～11：00
13：30～15：00 為石地区公民館 肺がん、前立腺がん

10月7日
9：30～11：00 岳路自治公民館 肺がん、前立腺がん
13：30～15：00 布巻自治公民館 肺がん、前立腺がん

10月8日
9：30～11：00 椿が丘自治公民館 肺がん、前立腺がん
13：30～15：00 健康づくりセンター 肺がん、前立腺がん

10月9日 9：30～11：00
13：30～15：00 蚊焼地区公民館 肺がん、前立腺がん

10月10日 9：30～11：00
13：30～15：00 晴海台地区公民館 肺がん、前立腺がん

10月11日
9：30～11：00 藤田尾自治公民館 肺がん、前立腺がん
13：30～15：00 三和木場自治公民館 肺がん、前立腺がん

10月15日 9：30～11：00
13：30～15：00 山里地区ふれあいセンター

10月23日
9：30～11：00 ダイヤランド・小ヶ倉ふれあいセ

ンター
13：30～15：00 新戸町公民館

10月26日 9：30～11：00
13：30～15：00 北公民館（チトセピア3Ｆ）

10月28日 9：30～11：00
13：30～15：00 西公民館4Ｆ

10月31日 9：30～11：00
13：30～15：00 滑石公民館

11月8日
9：00～10：30 南公民館
12：30～14：30 長崎玉屋6Ｆ

11月16日 9：30～11：00
13：30～15：00 南部市民センター2Ｆ

11月25日 9：30～11：00 福田地区公民館
11月26日 10：00～11：30

13：30～15：00 メルカつきまち5F

諫早市

10月9日 8：30～11：00 宇良分館 胃がん、大腸がん
10月10日 8：30～11：00 高来西ゆめ会館 胃がん、大腸がん
10月15日 8：30～11：00 高来会館（支所3Ｆ） 胃がん、大腸がん
10月16日 9：00～11：00 飯盛ふれあい会館 胃がん、大腸がん
10月20日 9：00～11：00 飯盛ふれあい会館 胃がん、大腸がん

日 時 会 場 がん検診

諫早市
10月22日 8：30～11：00 たらみ会館 胃がん、大腸がん
10月23日 8：30～11：00 たらみ会館 胃がん、大腸がん
10月24日 8：30～11：00 高来会館（支所3Ｆ） 胃がん、大腸がん

長与町
11月15日 未定 長与町健康センター 肺がん、胃がん、大腸がん、乳がん、子

宮がん

11月16日 未定 長与町健康センター 肺がん、胃がん、大腸がん、乳がん、子
宮がん

川棚町
10月16日 未定 川棚町中央公民館 胃がん、大腸がん、肺がん、前立腺がん

10月17日 未定 川棚町中央公民館 胃がん、大腸がん、肺がん、前立腺がん

10月18日 未定 川棚町中央公民館 胃がん、大腸がん、肺がん、前立腺がん

東彼杵町

11月7日
8：30～10：30 木場農事研修施設
13：00～15：00 総合会館保健センター

11月8日
8：30～10：30 坂本コミュニティセンター
13：00～15：00 総合会館保健センター

11月10日
8：30～10：30 未定
13：00～15：00 総合会館保健センター

佐々町
10月1日 7：00～11：30 佐々町健康相談センター 肺がん、胃がん、大腸がん、子宮がん、

乳がん、前立腺がん

10月2日 7：00～11：30 佐々町健康相談センター 肺がん、胃がん、大腸がん、子宮がん、
乳がん、前立腺がん

新上五島町

10月8日 8：00～14：00 奈良尾保健センター 肺がん、大腸がん
10月9日 8：00～14：00 若松支所 肺がん、大腸がん
10月10日 8：00～14：00 若松支所 肺がん、大腸がん
10月11日 8：00～14：00 若松支所 肺がん、大腸がん
10月12日 8：00～14：00 浦桑生活館 肺がん、大腸がん
10月16日 8：00～14：00 有川文化センター 肺がん、大腸がん
10月17日 8：00～14：00 有川文化センター 肺がん、大腸がん

10月18日
8：00～10：30 小串公民館 肺がん、大腸がん
13：30～15：00 奈摩漁民センター 肺がん、大腸がん

10月19日 8：00～14：00 石油備蓄記念会館 肺がん、大腸がん
10月20日 8：00～14：00 石油備蓄記念会館 肺がん、大腸がん
10月21日 8：00～14：00 石油備蓄記念会館 肺がん、大腸がん

〈市町との共同実施分〉
―今月号は10月～11月分実施分を掲載―

《注意事項》
1．受診の際は、長建国保が発行した「受診券」及び「保険証」、記入済み「質問票」を必ず持参して下
さい。事前予約等は必要ありません。（但し、佐世保市、大村市、長与町は事前に要予約となります。
また、それぞれの各市町に住所を有する方のみ受診可能、となっておりますのでご注意下さい。）

2．集団健診実施の市町であっても、各市町国保加入者等の健診が優先となる為、会場によっては予定人
数に達する等の理由により、受診出来ない場合もあります。
3．掲載の日時、会場等については、変更される場合もあります。
（※詳しくは各市町が発行している広報誌をご覧下さい。）

■平成25年度 特定健診（集団健診）実施日程表
特定健康診査は各市町で受診する事も出来ます。
お住まいの地区で実施される集団健診日程の中で、都合のよい日をご利用下

さい。
なお、各市町の集団健診をご利用される場合、以下の注意事項があります。
毎日を健康に過ごす為、年に一度、特定健診を受診しましょう！

平成24年度歳入歳出決算額

（単位：円）

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第579号 4�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2013年（平成25年）9月15日発行



西
彼
支
部
琴
海
分
会
包
丁
研
ぎ

東
長
崎
支
部
木
工
教
室
開
催

大
浦
支
部
戸
町
夏
祭
り
に
協
賛

中
央
支
部
〜
二
年
振
り
の
開
催
〜

西
彼
支
部
琴
海
分
会
で
は
、

毎
年
恒
例
で
あ
り
ま
す
住
宅

デ
ー
を
八
月
二
十
五
日
㈰
に
Ｊ

Ａ
村
松
・
長
浦
・
形
上
の
三
会

場
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
雨
・
洪
水
警
報

も
発
令
さ
れ
、
開
催
自
体
が
懸

念
さ
れ
ま
し
た
が
、
日
頃
の
皆

さ
ん
の
行
い
の
良
さ
に
よ
り
、

終
了
ま
で
何
と
か
持
ち
こ
た
え

て
く
れ
ま
し
た
。

年
に
一
度
の
恒
例
行
事
と
し

て
、
地
域
の
方
々
に

浸
透
し
て
お
り
、
開

始
と
同
時
に
お
客
さ

ん
が
見
え
ら
れ
ま
し

た
。し

か
し
な
が
ら
、

や
は
り
天
気
の
影
響

か
、
例
年
よ
り
は
包

丁
の
数
も
少
な
い
状

況
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
受
付
け
ら
れ
た

包
丁
を
一
本
一
本
丁

寧
に
研
ぎ
上
げ
、
三

箇
所
で
二
百
五
十
五
本
の
包
丁

を
研
ぎ
上
げ
ま
し
た
。

ご
協
力
頂
い
た
皆
さ
ん
、
大

変
お
疲
れ
様
で
し
た
。（

松
園
）

〜
夏
休
み
の
工
作
に
も
っ
て
こ
い
〜

東
長
崎
支
部

で
は
、
八
月
二

十
五
日
㈰
午
前

九
時
か
ら
古
賀

地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
に
て
住
宅

デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
例
年
、

会
場
の
駐
車
場
に
テ
ン
ト
を
張

り
実
施
し
て
い
る
の
で
す
が
、

こ
の
日
は
朝
か
ら
雨
が
時
折
ひ

ど
く
降
っ
て
お
り
、
同
会
場
の

体
育
館
を
借
り
て
実
施
す
る
事

と
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
親
子
木

工
教
室
の
メ

ニ
ュ
ー
は
『
ト

レ
ー
ラ
ー
型
貯
金

箱
・
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
チ
ェ
ア
・
自
由

工
作
』
と
な
っ
て

お
り
、
子
供
達
は
、

こ
れ
で
夏
休
み
の

工
作
の
宿
題
が
出

来
た
、
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
会
場
の
都
合
で

正
午
迄
で
終
わ
る
事
と
な
り
ま

し
た
が
、
前
準
備
や
当
日
参
加

頂
き
ま
し
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
江
頭
）

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

井
手

吉
一

藤
田

清

岸
川
久
美
男

石
橋

洸

森

進

井
手

一
男

浦

勝
彦

松
本

菊
夫

松
山

義
廣

山
中

茂

相
川

守

山
崎

春
雄

相
川

一
吉

前
尾

辰
美

浦
添

朝
夫

岳
本

吉
郎

廣
瀬

安
夫

角
�

豊

石
橋

忍

小
山

哲
男

岩
下

敏
昭

岩
下

良
博

小
野
田
国
夫

林

一
弘

井
川

治
美

今
里

正
吉

太
田

正
利

溝
口

安
広

吉
田

等

広
瀬

茂
樹

徳
永

八
郎

山
本

辰
美

松
尾

孝

松
林

満
男

岩
崎
喜
三
郎

岑
山

義
徳

相
川
委
員
長

北
村
副
委
員
長

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

牧
島

貢

尾
上

正
範

赤
瀬

勇

井
手

貞
夫

海
津

隆
就

北
泉

中

木
村

初
夫

里

誠
剛

寺
田

政
徳

永
田

義
浩

藤
瀬

聖
吾

藤
本

稔
美

本
庄

照
幸

本
田

勇

本
田

隆
彦

松
田

六
広

若
杉

隆

相
川
委
員
長

田
上
書
記
長

澤
山
特
別
執
行
委
員

〜
涼
し
い
中
で
、
昨
年
を
上
回
る
成
果
〜

八
月
二
十
四
日
㈯
曇
天
の
中
、

大
浦
支
部
で
は
戸
町
夏
祭
り
に

協
賛
し
て
の
住
宅
デ
ー
（
包
丁

研
ぎ
・
木
工
教
室
）
を
十
二
名

の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
朝
か
ら
雨
が
降
っ

た
り
や
ん
だ
り
で
天
気
が
あ
ま

り
良
く
な
く
開
始
早
々
は
来
場

者
が
少
な
い
よ
う
に
思
え
ま
し

た
が
、
時
間
が
経
っ
て
く
る
と

事
前
に
配
布
し
た
チ
ラ
シ
の
効

果
か
？
い
つ
の
間
に
か
支
部
の

テ
ン
ト
前
に
は
包
丁
を
磨
い
で

も
ら
う
方
の
列
が
で
き
て
い
ま

し
た
。
磨
ぎ
手
の
方
・
出
来
上

が
り
を
渡
す
方
等
そ
れ
ぞ
れ
の

持
ち
場
で
皆
さ
ん
慌
た
だ
し
く

作
業
に
追
わ
れ
て
ま
し
た
。

木
工
教
室
の
方
は
、
小
学
生

の
子
供
た
ち
が
お
父
さ
ん
お
母

さ
ん
の
応
援
を
も
ら
い
な
が
ら

熱
心
に
持
ち
慣
れ
な
い
金
づ
ち

を
手
に
、
釘
を
一
本
一
本
丁
寧

に
打
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。

終
わ
っ
て
み
る
と
、
木
工
教

室
が
十
五
名
、
包
丁
研
ぎ
の
方

も
少
な
い
磨
ぎ
手
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、昨
年
上
回
る
本
数（
百

二
十
八
本
）
を
短
時
間
で
研
ぎ

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

準
備
段
階
か
ら
陽
も
差
さ
ず
時

よ
り
強
い
風
も
あ
っ
て
例
年
よ

り
涼
し
い
中
で
の
奉
仕
活
動
と

な
り
ま
し
た
。

参
加
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。（
若
杉
）

猛
暑
の
中
、
八
月
四
日
の
日

曜
日
午
前
9
時
よ
り
中
央
支
部

で
は
、
組

合
員
十
五

名
、
主
婦

会
四
名
が

参
加
。
網

場
漁
港
で

包
丁
研
ぎ

と
ま
な
板

削
り
を
し

ま
し
た
。

皆
さ
ん
九

時
前
に
集

ま
り
準
備

に
取
り
掛

か
り
ま
す
。

受
付
を

整
え
、
販

売
す
る
ま
な
板
を
並
べ
ス
タ
ン

バ
イ
オ
ッ
ケ
イ
で
す
。
網
場
漁

港
で
の
活
動
は
二
年
ぶ
り
で
懐

か
し
い
気
持
ち
で
す
。
ボ
チ
ボ

チ
で
す
が
、
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
が
包
丁
を
持
っ
て
き
ま
す
。

こ
こ
は
漁
師
町
な
の
で
包
丁
も

ま
な
板
も
か
な
り
使
い
込
ん
で

傷
み
が
ひ
ど
い
様
で
し
た
が
、

組
合
員
さ
ん
が
懇
切
丁
寧
に
仕

上
げ
ピ
カ
ピ
カ
で
し
た
。
磨
ぎ

あ
が
っ
た
包
丁
や
ま
な
板
を
受

け
取
り
に
来
ら
れ
、「
代
金
は

い
ら
な
い
ん
で
す
か
」
と
尋
ね

ら
れ
奉
仕
活
動
で
す
の
で
と
答

え
る
と
、
大
変
感
謝
さ
れ
二
年

後
も
お
願
い
し
ま
す
と
言
わ
れ

ま
し
た
。

お
昼
は
み
ん
な
で
賑
や
か
に

弁
当
を
頂
き
ま
し
た
。
終
わ
っ

て
み
る
と
、
包
丁
が
五
一
本
、

ま
な
板
が
八
枚
で
し
た
。

最
後
に
、
支
部
長
よ
り
暑
い

中
で
の
協
力
へ
の
御
礼
の
あ
い

さ
つ
で
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

（
馬
場
ヒ
ロ
子
）

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

田
上

義
高

北
村

五
男

平
山

正
則

鳥
田

時
治

松
尾

哲
夫

春
尾

末
吉

梅
澤

利
久

川
原
喜
久
雄

小
野

義
龍

竹
崎

初
男

平
山

宏
三

松
山

力
男

船
津
副
委
員
長

田
上
書
記
長

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

石
橋

廣
喜

樋
口

正
人

西
村

忠
光

田
森

勝

宇
土

満

林

次
夫

大
町

誠

川
原

亀
喜

山
下

廣
造

山
本

孝
義

太
田

俊
一

手
水

鐡
吉

坂
口

忠
義

内
野

幸
雄

本
多

常
秋

馬
場
ヒ
ロ
子

川
原

幸
枝

樋
口
須
磨
子

石
橋

秋
代

里
副
委
員
長
・
田
上
書
記
長

住
宅
デ
ー
特
集

〜
各
地
域
で
奉
仕
活
動

木
工
教
室
〜

～恒例行事として地域に浸透～

▲

こ
こ
は
こ
う
い
う

ふ
う
に
ね
…

▲タントンタントン上手に
釘打ち

▼プロはうまいね…。
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アンティーク&雑貨アンティーク&雑貨
昔々の懐かしい生活骨董
古民芸・古美術・古布
昭和レトロ・大正ロマン・他

電動工具・エアー工具

持込み大歓迎持込み大歓迎持込み大歓迎

機械道具類
木工工作機・大工道具・他

ホウ ニチ サン ギョウ

掘出し物市場 （有）豊日産業
TEL/FAX（095）881-0677

中古機械工具専門中古機械工具専門

TEL/FAX（095）882-8532㈹

営 業 時 間／
定　休　日／
西彼杵郡時津町日並郷906（木場崎バス停前）

朝10：00～夜7：00まで
毎週木曜日

HH

買い取りします。 売ります。 下取りします。

木場崎バス停 しまむら コスモス
オサダより900ｍ

至琴海
　佐世保

至時津
　長崎日並 バイパス

オサダ
時津店

ココ

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

電動工具の買い取り・引き取り・処分引き受けます

ピケ足場、鉄板、型枠他小型機械から大型機械まで
買い取り致します（ユニック車完備）

遠方の方は特に、まず、お電話下さい！！

●
増
改
築
相
談
員
（
新
規
・
更
新
）

研
修
会
の
開
催
お
知
ら
せ

増
改
築
相
談
員
は
、
住
宅
の
増
改
築
・
模
様
替
え
・
修
繕
等
（
リ
フ
ォ
ー
ム
）
を
実
施
し
よ
う
と

す
る
消
費
者
が
、
安
心
し
て
相
談
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
普
及
を
促

進
し
、
居
住
水
準
の
向
上
に
資
す
る
と
と
も
に
住
宅
産
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
県
・
各
市
町
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
を
活
用
し
よ
う
。

こ
の
増
改
築
相
談
員
の
研
修
会
を
受
講
し
、
考
査
に
合
格
し
た
人
に
増
改
築
相
談
員
登
録
証
、

増
改
築
相
談
員
登
録
カ
ー
ド
が
交
付
さ
れ
、
財
団
法
人
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
紛
争
処

理
セ
ン
タ
ー
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

一
、
研
修
会
申
込
み

①

新
規
申
込
み

各
支
部
事
務
所
に
置
い
て
あ
る
「
受
講
申
し
込
み
兼
登
録
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

写
真
と
受
講
料
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

②

更
新
申
込
み

前
回
平
成
二
十
一
年
二
月
に
組
合
で
受
講
さ
れ
た
方
は
、
更
新
研
修
受
講
の
案
内
を
封
筒
で
送

付
、「
受
講
申
し
込
み
兼
登
録
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
写
真
と
受
講
料
を
添
え
て

支
部
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

二
、
実
施
日
時：

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
日
㈰

①（
新
規
の
方
）
午
前
八
時
五
十
分
受
付

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
三
十
分

②（
更
新
の
方
）
午
後
一
時
五
十
分
受
付

午
後
二
時
〜
午
後
五
時
三
十
分

三
、
実
施
会
場：

時
津
町
北
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

西
彼
杵
郡
時
津
町
日
並
郷
一
三
一
七
―
一

電
話
〇
九
五
―
八
八
一
―
七
三
一
二

四
、
受
講
料
な
ど：

①（
新
規
）
一
七
、
〇
〇
〇
円

②（
更
新
）
一
三
、
〇
〇
〇
円

テ
キ
ス
ト
・
登
録
料
込

新
規
・
更
新
共
顔
写
真
一
枚
（
縦
四
五
㎜
×
横
三
五
㎜
）

五
、
受
講
資
格
・
対
象
者

①（
新

規
）
実
務
経
験
十
年
以
上

②（
更

新
）
前
回
受
講
し
、
登
録
有
効
期
限
が
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
の
方

（
再
登
録
）
有
効
期
限
が
満
了
し
て
い
る
人
が
二
年
以
内
に
更
新
研
修
を
受
講
す
る
方

有
効
期
限
が
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
、
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
の
人

六
、
申
し
込
み
受
付：

第
一
次
集
約
日：

平
成
二
十
五
年
十
月
十
日
㈭
〜
十
八
日
㈮

第
二
次
集
約
日：

十
月
三
十
一
日
㈭
ま
で

※

テ
キ
ス
ト
の
注
文
部
数
の
関
係
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
込
書
と
同
時
に
、
受
講
料
と
写
真
を
添

え
て
各
支
部
へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

職人のための部位別リフォーム講習会の開催お知らせ
リフォーム工事は「耐震改修」「省エネ改修」「バリアフリー改修」が3本柱となってお
り、住まい手の要望は、設備を含めた水回りの改修が最も多く、次に外壁・屋根といった
外装等、工事の対象が部位別になっています。
そこで、住まい手にわかりやすい部位別リフォームの形式を取り、設計施工マニュアル
では、部位を「外装」「構造」「設備」「内装」に分け、その工事のレベルを単一工事のレ
ベル1から確認申請が必要となるレベル5に分け、相談から調査・見積・施工・アフター
の各場面で行うべき内容を積算の基準となるようまとめられています。
このマニュアルを活用し、下記日程で講習会を開催します。多くの組合員の皆様にご参
加いただくようご案内申し上げます。
※尚、この講習会は国土交通省の「木造住宅等の施工能力向上・継承事業」を活用して実
施するもので、九州では長崎のみの開催で、先着順（50名）に各支部で受付します。

記
1．日 程：平成25年11月3日㈰ 午前9時30分受付

午前10時～午後4時終了予定
1．会 場：長崎県建設技能会館（建設長崎本部）

長崎市城山町17－58 ☎095－862－7121
1．講習料：1人1，000円
1．定 員：50名
1．対 象：大工・工務店・建築士等
1．内 容：①住宅建築行政の動向

②概要
③部位別リフォームの施工実務（外装・構造・設備・内装）
④複数部位の組み合わせ工事の考え方（積算への活用）
⑤点検・メンテナンス・事前検査・ヒアリング
⑥仕事確保に向けた対応等について
⑦リフォーム瑕疵保険について

●各種作業主任講習会実施計画●

当店のブログで商品紹介をご覧下さい。
http://seikatusupport.blog104．fc2．com/
※倉庫の片付け処分、買い取り好評を得ております‼

★普通のリサイクル店とは違う‼ ☆工具で質貸しします�

生活サポート館 TEL·FAX
(0956) 49-3321

佐世保市原分町121‐1【営業】AM9：30～PM6：00【定休日】日曜日（電話対応OKです）

組合指定温泉一施設の
利用停止についてのお知らせ

「雲仙スパハウス」が休業の為、利用できなく
なっています。再開時期は不明です。

○
広
告
コ
ー
ナ
ー
○

＊講習料①組合員 6，000円

②組合員以外 8，000円

＊講習時間 午前9時～午後5時迄

＊各支部にて受付

（他の資格保有者は主任手帳を提出のこと）

木造建築物作業主任者講習予定（講習期間2日間）

講師名

未定

開催場所

諫早支部

開催期間

平成25年11月 予定

型枠作業主任者講習予定（講習期間2日間）

講師名

未定

開催場所

県北建設総合会館

開催期間

平成26名1月 予定

������������
�
� �����������

�
�
� 受付申込

各支部事務所へ

※開催日時の詳細については、開催予定日の1ヶ月前
に各支部に連絡いたします。

※各講習の開催にあたっては、10名以上を原則とします。
※詳しくは建設長崎新聞、または学院までご連絡くだ
さい。
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